
会 長 報 告

本日は会長報告がございませんので、すぐに指名委員会からの発表
をお願いしたいと思います。
奈良大宮ロータリークラブ細則第3条第1節（ａ）に、「年次総会
1週間前の例会において、指名委員会は、次々年度会長候補および
次年度副会長、幹事、会計および他の5名の理事候補者を指名し、
その氏名を発表しなければならない」とありますので、冨川指名委
員長、候補者の発表をお願いします。
【冨川指名委員長】
それでは指名委員会から、次々年度会長並びに次年度理事役員の候
補者が決定致しましたので発表します。

次々年度会長 潮田悦男 君
次年度副会長 多田 実 君

幹 事 髙野 治 君
会 計 大塩栄作 君
理 事 楠下重郎 君、佐川 肇 君、増井義久 君

堀内眞治 君、平方貴之 君
以上でございます。尚、次々年度会長に立候補者はございませんで
した。（これら候補者については）次週総会に於いて採決されるこ
とになっております。よろしくお願い致します。
【福本会長】
ありがとうございました。

委 員 会 報 告

ロータリー財団常任委員会：潮田委員長
11月がロータリー財団月間でございます。まだ若干名寄付頂いてい
ない方がいらっしゃいますので、忘れずになるべく早く寄付をお願
い致します。何度も話しておりますが、この寄付金の半分はうまく
すれば返って来るお金ですので、その点、よろしくお願い致します。

RID2650地区：武藤副幹事長
地区大会や地区の件ですが、今現在行われていることにつきまして
も若干お話致します。
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『ロータリアンとしての

誇りをもって』

四つのテスト

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４. みんなのためになるかどうか

例会状況報告

第20回 11月25日
通算1719回

◎会員数 ７８名
◎出席規定免除者数

２＋２５名
◎出席義務者数 ５１名
◎欠席者 １６名
◎出席者 ５１名
◎出席率 ７６．１２％

第18回 11月11日
通算1717回の修正

◎会員数 ７８名
◎出席規定免除者数

２＋２５名
◎出席義務者数 ５１名
◎欠席者 ８名
◎補填者 ３＋５名
◎出席者 ７０名
◎出席率 ９５．８９％

例会プログラム

第21回12月2日

通算1720回

１．開会の点鐘

２．ソング

「君が代」

「大宮ロ－タリ－ソング」

３．お客様の紹介

４．会務報告

５．卓話
株式会社ｷｬﾘｱ・ﾌｫｰｽ

代表取締役 平山智一様

「働きがいのある職場作り」

６．閉会の点鐘

国際ロータリー第２６５０地区

ガバナー 北河原 公敬

「ロータリーは心くばり」



本日有井幹事長は所用がございまして出席しておりませんので、代わりにお伝えしたいと思い
ます。
先般より皆様のご協力を頂きまして、7月からガバナー公式訪問をずっと続けておられます。
お蔭様をもちまして、本日野洲に行かれ、あと残すところ9クラブとなりました。お蔭様で大
過なく終盤に入っております。本当に皆様方のご協力のお蔭だと大変喜んで感謝をしておると
ころでございます。後残り9クラブですので、お身体にも問題なく回られることは我々もしっ
かりサポートして行きたいと思っております。有難うございます。
それからいまお話がありました通り、皆様も色々お気に留めて頂いているように地区大会のこ
とにつきまして、僅かな時間でございますが現在の進行状況につきましてご説明をしたいと思
います。今日皆様方の状差しに二つ折りのパンフレットが入っておったかと思います。以前一
枚もののチラシを配布いたしましたが、若干時間など変わっている所もございまして、それか
ら少し内容が進んでおります。皆様方もご存知の通り、来年4月11日（土）12日（日）でござ
います。この時に奈良の地で地区大会を10年ぶりに行うという事でございまして、4月11日
（土）お昼から会長幹事地区委員長会議をホテル日航奈良で行います。その夜ですが17：00-
19：00ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会をホテル日航奈良で行います。ここで元宝塚歌劇団の方
にお出で頂き、歌とトークをして頂く予定です。 因みにＲＩ会長代理の方につきましては、
まだ決定は頂いておりません。そんなことで我々もやきもきしておりますが、最近ＲＩからの
報告が遅れておりまして、会長代理を務められた方につきましては、その一年間そこの一か所
しか行けないということでＲＩも渋ってなかなか返事をしないということで、ＲＩ会長代理が
決まらないと、それをサポートするエイドという訳があるのですがその役も決まらない。そん
なことでいま気を揉んでいる所ですが、年内には決まるのではないかと思います。
それから4月12日です。朝一番に7：30-8：30会長幹事経験の方はご存知かと思いますが、ＲＩ
会長代理ご夫妻を囲む朝食会がございます。ホテル日航奈良にお泊りになった方だけで朝食会
をさせて頂くということでございまして、他の宿泊施設にお泊りになった方は朝食会に参加で
きないということでございます。大体参加される方は他地区のガバナーはじめ、ＰＧ、地区内
会長幹事といった方が主になろうかと思います。そして、二か所に分れて10：00-11：30新会
員セミナー、これはホテル日航奈良で行います。会議をホテル日航奈良で行った後、昼食をと
ります。同じく10：00-11：30まで青少年フォーラムです。これはなら100年会館で行います。
ただ、青少年フォーラムにつきましては昼食後、ここ三年ばかりは昼から交流会をやっており
まして、当初予定はしておりませんでしたが、是非とも交流会はやるべきじゃないかというガ
バナーの強いご意思もございまして、土谷会員のご協力を頂き、奈良女子高等学校、㈻白藤学
園の体育館をお借りし、お昼から青少年の交流会を行う予定でございます。大会と並行して青
少年の方は午後からもある訳ですが、いよいよ本大会でございますが、11：30-受付を行ない
まして12：45-プロローグに入ります。プロローグは春日舞楽を予定しております。本会議は
13：00-16：30なら100年会館で行う予定です。本会議は皆さん毎年行かれているような内容で
進みますが、特別講話を千玄室ＰＧにお願いしております。記念講演は松平定知さんというこ
とで、「現代に生きる戦国武将の知恵」でご講演頂きます。その後会場をホテル日航奈良に移
しまして大懇親会ということです。因みにこの中のイベントというか余興のようなものですが、
来年ブラジルで国際大会がありますので、サンバチームで賑やかしくスタートしようじゃない
かという所まで決まっております。中身につきましては若干検討中です。
という訳で、スケジュール通りに現在進行しているということを皆様方にご報告をさせて頂き
たいと思います。
それから、当日皆さんにお配りする冊子ですが、こういう冊子も同時に準備に入っておりまし
て、来年3月の半ば以降に最終的に上がってくる、ということでこの中には所謂メーキャップ
カードを入れたものを作っているところです。またこれに伴いまして集会・大会委員及び地区
大会委員が主になり、順次準備を進めております。
それから、ＩＭが5回ございましたが、先般22日に最終の第2組が舞鶴東で行われましたが、各
ＩＭの会合には飯田委員長が出向いて頂き地区大会へのお願いと説明を頂き、地区の各クラブ
の方々には強くご参加・ご登録いただくお願いをして頂きました。
そんなことで現在の所、進めております。当日いよいよ4月11日12日の当日は、今年4月に行い
ました地区研修・協議会のような形で皆様方にもご協力を頂戴する訳ですが、地区研修・協議
会は実際問題として800名程度の参加でしたが、多分この地区大会に関しましては登録数で大
体2,500-2,700位です。今年は2,560位の登録がありましたが実際にお越し頂いたのは2,000名
余りです。京都国際会議場の一番大きい所で2,000名しか入りませんが、なら100年会館は大体
1,400名で全然足りないですが、中ホールに400名と地下に100名位入る小ホールというのがあ
ります。これを全部入れますと大体2,000名位の収容が出来るのではないかと思っております。
地区大会の本ホールにつきましては、他地区の皆さん、京都をはじめ福井県・滋賀県のロータ
リアンを中心に大ホールにお入り頂き、奈良県のロータリアンにつきましては各クラブの方に
もご無理を申し上げまして、中ホール並びに地下1階の小ホールに同じスクリーンを立ててや
ろうということで今現在進めております。それから、大懇親会の方は、ホテル日航奈良は一番
大きなホール(4F)を使って手前のロビーを使いましてもせいぜい1,300-1,400名程度なので、
5Fを使ってお見えの方に失礼のないように進めて行きたいと思っています。各予約等々につき
ましては既に完了している、ということです。
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皆様方に特にお願いしたいのは、勿論それまでに色々なことで役に加わって頂いたメンバーの
方もたくさんおられますが、4月11日-12日にかけての受付・誘導・案内という所が主たる業務
になると思います。出来ましたら冠婚葬祭を除きましては、皆様、来年4月11-12日はお体を空
けておいて頂きたいと思います。役割分担につきましては、現在地区の委員会の方で皆様方の
全ての方につきまして、どの部門でお願いするか、ということを取り決めておるところです。
またこれが大筋決まりましたら、セクションごとにミーティングを開いて頂き、また場所にも
見学方々行って頂いて、案内や受付の順路などを決めて頂くことも順次必要になろうかと思っ
ております。若干まだ時間がございますので、何かご質問がありましたら、お答えできる分に
つきましては、お答えしていきたいと思います。もし質問がなければ、いま私が申上げたよう
なことで地区大会については粛々と現在準備を進めておるところですので、また時々皆さん方
の方から「これどうなってんねん」と遠慮なく訊いて頂けたら、その都度答えて行きたいと思
います。
（質疑応答）
質問がないようですので、いま私どもの近況といいますか、地区大会に対しての準備について
はそんなことで準備を進めておるということでご理解を頂きたいと思います。また本当に大き
な大会ですので、今後皆様方にも色々とご無理を申し上げることも多々あろうかと思いますし、
また皆さん方の方からもご質問やわからないことなど、「こうした方が良いで」というような
ことがありましたら、遠慮なく有井幹事長、副幹事長が4名おりますし、その他の地区大会の
委員も7名おりますので、そちらに遠慮なくお申し出頂ければ、と思います。どうも貴重な時
間、有難うございました。

幹 事 報 告

次週は先ほどもありました通り、年次総会です。欠席なさらないようによろしくお願い致しま
す。その後例会終了後、クラブ協議会を行ないます。各委員長発表をお願い致しますとともに、
クラブ協議会は原則として会員全出席ということになっておりますので、終了も少し遅くなり
ますがご理解の上、ご参加頂きます様に宜しくお願い致します。
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ロータリーリーダーシップ研究会（ＲＬＩ）パートⅢ修了証・卒業証 授与

・武藤廣茂 君
・弓場裕史 君

ロータリー語録

「大切なことは何をどれだけしたかではなく、どれだけ心をこめたかです」
（マザー・テレサ）



卓 話

航空自衛隊幹部候補生学校長 兼 奈良基地司令 空将補 大浦弘容様
「我が国周辺の情勢と今後の防衛力整備について」

皆さん、こんばんは。私は法華寺町にあります幹部候補生学校の学校長をやっております大浦
と申します。本日は、奈良大宮ロータリークラブの皆様の前でお話しできることを、非常に光
栄であると思っています。日頃から、社会福祉もしくは社会奉仕にご貢献されているという話
を聞きまして、非常に敬意を表したい思いでございます。
先程ご紹介頂きましたとおりレーダー管制官で、この制服を着ていると航空自衛官は皆パイロッ
トというふうに思われる方が多いのですが、実は、パイロットを支えるために、航空機整備や
レーダー管制官を含めて、多くの人間が一生懸命働いています。私も、パイロットを支える一
職域の人間と理解して頂きたいと思います。私は、レーダーサイトという部隊を経験しながら、
スキルを高めていきました。私の最初の部隊は、福島県の大滝根山で日本で一番高いレーダー
サイトであります。このレーダーサイトのレーダーが我が国に接近する航空機を最初に捉える
ということで、全国に２８箇所のレーダーサイトがあります。その後、私は、防空管制隊長を
那覇で、そして防空管制群司令を福岡県春日で、それぞれやっております。こういう形で、徐々
に部下の隊員を増やしながら、スキルを高めていくというような流れになっております。実は、
私は少し特異な経験もしております。三佐、昔でいう少佐のころに、新聞社で１年間の研修を
させていただきました。文字通りに新聞記者をやりまして、その時にうまれたのが、細川政権、
そして羽田政権、最後は村山政権ということで、１年間に３回、総理大臣が変わった時期で、
非常に勉強になりました。その後、私は、日米共同の関連の仕事をさせて頂きました。これは、
ガイドラインと言いまして、日本とアメリカの中で、共同計画を作るための方針を定めるとこ
ろがあります。その計画の担当をさせて頂ました。また、特異なところでは、防衛白書を作成
したり、もしくは、有事法制ということで、小泉政権の時に有事法制ができましたが、その法
律の作成も担当させて頂きました。最後は、統合運用検討ということで、平成１８年に統合運
用、陸海空の運用を全部一元的に統合するような形になりましたけれども、その準備の方も担
当させて頂いたという状況であります。
まず、幹部候補生学校の概要について、簡単にご紹介致します。これが基地の全景であります。
３つの古墳に囲まれたところにあります。この３つの古墳ですが、どうもお聞きすると、イワ
ノヒメミコとヤタノヒメミコのお墓だと聞いております。この２人は両方とも仁徳天皇のお妃
さまでいらっしゃいます。そういう古墳群に囲まれた静かなところで、我々は、日夜、励声訓
練に、教育に励んでいる状況であります。次に基地の沿革であります。当初は、昭和１７年４
月に、当時の厚生省の西部国民勤労訓練所として開設されまして、昭和２０年、米軍が接収し
て米陸軍が駐屯したと聞いております。その後、接収解除されまして、航空自衛隊の幹部候補
生学校ができるのですが、なぜ滑走路も飛行場もないところに航空自衛隊が、と思われるかも
知れません。しかしながら、奈良県の、初代の防衛庁長官木村徳太郎先生が、学校だったら大
丈夫じゃないかということで、奈良基地を開設されたと聞いておりますが、定かではございま
せん。そういう状況で、滑走路もないところに航空自衛隊があるのは、そういうことなのかな、
と思っております。

課程教育ですけれども、基本的には１年が１ローテになります。それで、入校する学生の入
校時のスキルに応じて、教育の期間が変わります。例えば、防衛大学校を卒業した者について
は、自衛隊の基礎ができていますので、それは半年教育、また、部内選抜についても大体同じ
くらいの期間で行います。部内というのは、空槽で幹部を志して試験で登用される者です。ま
た、一般大学から直接に自衛隊に入隊する者がおります。これについては、約１年の期間で教
育をして、幹部候補生としての知識能力を付けて、任官させ、幹部として部隊で羽ばたいても
らうというような流れになっております。
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基地広報ですけれども、大体、４月、５月、そして８月に、それぞれ基地を開放しています。
４月は桜を見る、５月は基地祭、通常は５月末にやっております。そして、納涼会ということ
で、盆踊りを開催しております。また、他には、部外協力として、天平祭、もしくはおん祭り、
そして我々の学生を実際に支援させて頂いて、地元教育もさせて頂いているという状況であり
ます。

それでは本題に入ります。時間もあまりございませんので、ここの情勢については、今、日
本の周りは非常にうるさい、騒がしい、ということをご理解頂ければ良いかなと思っておりま
す。アジア太平洋の現在の状況であります。航空機に関しますと、日本の作戦機は大体４００
機と言われています。それに対して、極東ロシアが３４０、中国に至っては２５８０、北朝鮮
６００、という形で、やはり非常に中国、北朝鮮は突出しているというふうに見て取れるかと
思っております。今、第４世代の航空機が活躍しています。我が国で言うと、Ｆ１５戦闘機、
これが第４世代の戦闘機になります。中国で言えばＪ－１０という戦闘機です。また、スホー
イ２７という戦闘機が活動しています。その割合ですが、中国では、今、第４世代の最新鋭と
言われる戦闘機は５００機以上、これに対して、我が日本は約２００数十機のイメージですの
で、やはり中国が突出していると取れるかと思います。それ以外は、もう古い航空機だという
ふうに認識して下さい。これは緊急発進の回数です。グラフ的にみると、真ん中付近が冷戦期
です。冷戦期の棒が非常に伸びているのが分かると思います。１０００回近くまでいっていま
した。まさに米ソ冷戦の時代を象徴しています。昭和５０年代ですね。そこからガクッと減っ
ています。平成に入って減っているのは、ソ連の崩壊です。東側が崩壊してガクッと減ったの
ですが、また伸び出しています。これは中国の台頭、それと新生ロシアの台頭ということで、
経済力が上がっていますので、経済力が上がると軍事活動も上がっていくとご理解頂きたいと
思います。ちなみに、去年が８１０回ぐらいスクランブル発進していますけれども、今年につ
いては、もう上半期で５００回を超えています。このままの推移でいくと、１０００回を超え
る可能性があるということで、まさに冷戦期と同じような状況になりかねない状況になってい
ます。国別・地域別ですけれども、２５年度、ロシアが１００回以上増加していったのですけ
れども、また、中国については、２４年度に２倍、昨年度１．３倍というふうに着実に伸びて
いっています。５年前の活動に比べて１３倍の伸びになっています。今年も中国の活動とロシ
アの活動は活発化している状況であります。
次に、我が国周辺における活動について、国別に紹介させていただきます。
まずロシアです。これは、ロシアの爆撃機、ＴＵ－９５といいます。この爆撃機２機が、今年
１月、日本海側を飛行した状況であります。経路は、日本地図の日本海側を通っている線、あ
の経路を通って、偵察活動か、もしくは、何かナビゲーションみたいな活動、詳しくは分かり
ません。実はこの４月、ロシアの活動が非常に顕著でしたので、この４月の活動について少し
ご紹介したいと思います。まず４月２日、ＴＵ－１４２、これは対潜哨戒機型ですが、これが
２日間にわたって日本海を周回しています。続きましてＩＬ－２０という偵察機ですが、この
偵察機がやはり日本海側を４月４日と６日、連続して行動しています。４月５日ですが、ＩＬ
－３８、これは対潜哨戒機ですが、日本海側を周回しております。先程言ったように、２日、
４日、５日、６日と連続しているのです。次に４月１０日ですが、ＩＬ－２０、先程出てきま
したけれども、偵察機であります。これがやはり日本海、主として日本海を偵察して飛行して
いるというのがロシアの動きであります。今度は４月１１日、そして１３日にＩＬ－２０、か
なり日本に近接しているのですが、日本海側をずっと周回している。４月において非常に頻繁
に動いていますが、これは特異であります。こんなに連続して飛行することは、あまりありま
せん。そして、４月１４日、ＴＵ－９５という爆撃機、それとＩＬ－２０が日本を一周したと
いうことで、プレゼンスを示しているようなイメージを取れるのではないかと思います。次の
１５日はＴＵ－９５が２機ずつ３回、全部で６機、この１５日に飛んだということで、実は、
これは今まで経験したことがありませんでした。私のレーダー管制官人生の中でも初めての事
象でありました。４月１６日と１９日に、またＩＬ－２０の偵察機が飛んでいる。そして１７
日、またＴＵ－９５、それとＩＬ－２０が、コラボレーションして、日本周回に近い飛行をし
ている。４月１８日、また同じようにＴＵ－９５が２機ずつ３回にわたって計６機が、飛んだ
ということで、これは非常に稀有なことだと思っています。実は、４月は例のウクライナ情勢
があったのです。それに反応したのではないか、と。これは推測です。分かりません。
次、中国に移ります。中国の国防予算、どんどん伸びているという状況で、今年度の国防費が
１１兆円と言われています。国防費の伸びは、対前年比１０％ずつ、ずっと伸びていると言わ
れていますので、日本をずっと凌駕してはいますが、今で言うと、日本の防衛予算の２．４倍
と言われています。これが全て近代化につぎ込まれているというのが今の状況というふうに捉
えられるかと思います。中国は国防白書に相当する武装力の多様な運用というものを出しまし
た。この中には今後の中国の防衛力整備について書かれているのですが、特に記述されている
のは、サイバー、宇宙、そういう記述が非常に多く見られるということと、あとは、情勢認識
として、尖閣については日本が魚釣島で問題を起こしたという表現をして名指しをしていると
いう状況になっています。あとは、軍の近代化を掲げた政策を色々打ち出しているというのが、
内容ということになります。それでは引き続き、中国機の動向。南西域での活動が非常に活発
化していますが、その一端を紹介したいと思います。まず始めに、昨年の状況ですけれども、
大体二月に一度ずつくらいの日本への接近飛行をやっているのですが、日本に接近しないでも、
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東シナ海での活動をしている飛行は非常に多いようです。その度に、南西域の航空自衛隊の那
覇基地からスクランブル発進で状況の確認に行っているのが今の実情であります。その中でも
顕著な例についてご紹介したいと思います。まず無人機です。実は、尖閣の近くで飛んでいる
ことを確認して、それに対して確認行為を行って緊急発進したのですが、あまり鮮明には捉え
られませんでしたが、推定、無人機だろうと言われています。ただ、何をやるか分からないの
で、そのまま突っ込んで来られたら、地上に被害を起こす可能性もあるということで、その無
人機の対応というのは、航空自衛隊でも色々な観点で検討している最中であります。非常に難
しい状況です。この無人機に対する対応というのは非常に悩ましい話があります。この後に無
人機が出てきたという記録がないので、今のところ、少し鞘が収まっているのかもしれません。
次にＹ－１２という飛行機、何かセスナ機みたいに見えますけれども、これも一応軍用機なの
です。彼らは、これで偵察飛行を行っているといわれており、この経路については、尖閣列島
の北側を飛行しています。ですから、那覇からスクランブル発進してこの尖閣を守るために、
我が国の戦闘機が対応するというのが、大体常態化しているという状況であります。次にＴＵ
－１５４、Ｙ－１２という、これもセスナ機なのですけれども、やはりこういう形で活動して
いる状況であります。あと、Ｙ－８、それとＨ－６と書いてありますけれども、実はこれは爆
撃機なのです。この爆撃機が３月に通峡したのです。通峡っていうのは、沖縄本島の近くにあ
るこの海峡を越えて太平洋方に入ったという、これはやはり特筆すべきことで、太平洋で活動
できることを示しているわけです。今、そういう拡大傾向にあると。今、太平洋は赤サンゴ問
題で非常に問題になっていますけれども、もう、中国にとってみたらテリトリーになってきて
いるというのが、彼らの今の動きと見ていいと思います。空の部分でもこういう形で進んでき
ているということであります。こういう形でずっと、３月、４月とまた動いていましたので。
これは、１０月に、新しく、これは偵察機と思われるのですけれども、こういう形で４発のエ
ンジンが付いている航空機が我々によって識別されました。Ｙ－９といいます。これも、やは
り尖閣の北側を飛行しているという状況でありました。そして、昨年、防空識別区という言葉
をお聞きになったと思うのですが、中国は、防空識別区を設定しました。実は、我が航空自衛
隊でも、防空識別圏というのを設定しています。ただ、防空識別圏というのは、あくまでも受
動的な対応なのです。そこに入って来た航空機については識別をして、我が国の領空の許可を
得た航空機かどうかの判別をします。大抵は民航機なので全部許可を受けているのですけれど
も、その中に紛れて来る航空機を我々が識別して、それをスクランブル対象にして、実際に目
視で確認に行くのが、対領空侵犯措置の流れなのです。中国もこのような形で防空識別区を設
定しましたけれども、少し中国の防空識別区は色合いが違っているようなのです。この防空識
別区に入ること自体を、ある意味、許さないみたいなニュアンスがあるという、要するに、彼
らのエリアだという感覚が少しあって、そこがずれているといいますか、そこが非常に問題に
なります。ここはあくまでも公海上空なので、本来であれば、自由にどの国でも航行できるわ
けです。南沙問題でも、ほとんど南沙諸島全部をうちのエリアだと主張しています。実は、公
海上空の部分があるわけです。１２海里以遠のところは全部公海と言われています。そういう
ふうな観念に立っていない部分があるので、この防空識別区を中国が設定した時点で、少し、
我々も構えないといけない。このエリアに入らざるを得ない時にどういうふうに対応するかと
いうのを考えないといけない、という状況になっています。今も続いていて、ちょうど今月で
１年になります。

続いて北朝鮮です。北朝鮮の弾道ミサイル、今少し落ち着いています。実は、また核実験を
するのではないかという話が持ち上がっていますが。まず弾道ミサイル、彼らとしては、やっ
ぱり着々と進んでいるのだろうなと思います。ただ、核ミサイルにするかどうかというのは、
我々としてもよく分からない状況です。しかしながら、弾道ミサイルの実験は、一昨年まで連
続してやりましたので、それで、一応、最後の一昨年の１２月に飛んだのですれけども、それ
はちゃんと成功させましたので、彼らには飛ばす技術力はあるというふうに見ています。行動
半径については６千キロとも言われていますけれども、６千キロのエリアは大体このくらいの
エリアで、グアムが入ります。これはアメリカとしても放っておけないという状況です。今後、
開発すると１万キロというのを考えているということで、１万キロだと米国本土が入りますの
で、これは非常に米国にとっても由々しき状況というふうに見ているというふうに考えられま
す。一昨年１２月の発射については、向こうは人工衛星と言っていますが、本当に人工衛星を
積んでいたかどうかは分かりません。次に核実験です。大体、ミサイルを飛ばしたら、その後
に核実験を行っています。核実験を最後にやったのは２０１３年の２月です。

簡単に述べてきましたけれども、時間ないので、防衛力整備について簡単にご紹介します。
昨年の末に、安倍政権の中で、国家防衛戦略を作りまして、それで、防衛計画の大綱、そして
中期防衛力整備計画ということで、防衛の３本の矢を作って頂きました。その３本の矢の中心
になるのが、実は、日米共同の話と、自衛隊として統合をしっかり進めようという話、その２
つが大きくあります。それに対して、あと、各国との信頼醸成を結びながら、そして、国際の
平和をしっかりと培っていこうというのが趣旨になっています。そういう中で、中期防衛力整
備計画として作られたのが、自衛隊の進む道の部分であります。陸海空ごとにそれぞれ方針が
あるのです。陸海空の中で、陸上自衛隊は機動化をしていこうというのが一つの主旨になって
います。今までは固定的に戦車を使いながら、というのでしたが、戦車も機動戦車という考え
方で機動化をしていこうと。ですから、師団も、名前が第七師団とか色々な師団と言っていた
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のですけれども、機動師団という言葉を使うということで、機動力を重視した考え方になって
います。海上自衛隊については、やはり船の大型化を進めようということで進んでいます。航
空自衛隊は、高性能化です。「ステルス」はご存知でしょうか。Ｆ３５戦闘機については、今、
我々として機種選定して、導入に向けて今準備している段階ですが、このＦ３５戦闘機を我々
として導入することによって、少なくとも、周辺国に対する優位性を保っていくと、航空機の
数としては少ないかもしれませんけれども、しかしながら、質で量をカバーする形で優位性を
保つということで、導入を一刻も早くやろうというのが今の動きになっています。こういう形
で、陸海空、それぞれ特徴的なところを活かした形で、今後の、今の尖閣を含めた、この南西
域のもんだい状況、もしくはロシアを含めた北の方のエリアの状況について対応していこうと
いうのが、今の自衛隊の動きというふうになります。
流れとしてはそういう形で今進めているということで、ご理解頂ければと思います。またよろ
しければ、奈良基地の方にお越し頂ければお話できるかと思います。本日はどうも有難うござ
いました。
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ニコニコ箱 本日計 29,000円 累計 1,103,000円

德矢和士郎君 息子の結婚のお祝いをいただき、ありがとうございました。
中井一男 君 結婚記念のお花ありがとう御座いました。
土谷宗一 君 箸尾さん、先週は大変お世話になりました。
野﨑隆男 君 本日、少しいいことがありました。ニコニコに協力！
渡辺英孝 君 ニコニコ協力
橋本和典 君 ニコニコ協力
水野憲治 君 ニコニコ協力
植倉一正 君 ニコニコ協力
弓場裕史 君 ニコニコ協力

例会変更のお知らせ

12 月 ■平城京ロータリークラブ■
・１２月１８日（木）・・・記念式典代休の為、休会。
※ビジター受付：行いません。

■あすかロータリークラブ■
・１２月２５日（木）・・・・クラブ定款第5-1-3により、休会。
※ビジター受付：行いません。

■生駒ロータリークラブ■
・１２月２４日（水）・・・・家族親睦クリスマス例会の為、変更。
月日：１２月２１日（日）
場所：「シェラトン都ホテル大阪」

※ビジター受付：致しません。
・１２月３１日（水）・・・・定款第6条第1節（C）により、休会。
※ビジター受付：致しません。
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例会変更のお知らせ

12 月 ■大和高田ロータリークラブ■
・１２月１６日（火）・・・・親睦家族会に変更。
場所：ホテルニューオータニ大阪

※ビジター受付：行いません。
・１２月２３日（火）・・・・定款第6条第1節（C）により、休会。
※ビジター受付：行いません。
・１２月３０日（火）・・・・定款第6条第1節（C）により、休会。
※ビジター受付：行いません。

■奈良ロータリークラブ■
・１２月１８日（木）・・・・忘年家族例会の為、時間変更。
※ビジター受付：12：00-12：30まで奈良ホテルにて行います。

■奈良西ロータリークラブ■
・１２月１８日（木）・・・・45周年記念例会の為、会場変更。
※ビジター受付：17：30-18：00まで奈良ロイヤルホテルフロント

横にて行います。
・１２月２５日（木）・・・・定款第6条第1節（C）により、休会。
※ビジター受付：行いません。

1 月 ■あすかロータリークラブ■
・１月１日（木）・・・・クラブ定款第5-1-3により、休会。
※ビジター受付：行いません。
・１月８日（木）・・・・新年例会の為、日時・場所変更。
時間：18：00～
場所：橿原観光ホテル

※ビジター受付：1月8日12：00-12：30橿原ロイヤルホテルフロント
横にて行います。

■やまとまほろばロータリークラブ■
・１月１日（木）・・・・定款第6条第1節（C）により、休会。
※ビジター受付：行いません。
・１月８日（木）・・・・新年例会の為、場所・時間変更。
時間：18：00～
場所：寿司政

※ビジター受付：1月8日12：00-12：30例会場
（駅前ｸﾞﾘｰﾝﾋﾞﾙ3F大和信用金庫別館3F）にて行います。

■奈良ロータリークラブ■
・１月１日（木）・・・・定款第6条第1節（C）により、休会。
※ビジター受付：行いません。

■奈良西ロータリークラブ■
・１月１日（木）・・・・定款第6条第1節（C）により、休会。
※ビジター受付：行いません。
・１月８日（木）・・・・新年例会の為、会場変更。
場所：霊山寺

※ビジター受付：17：30-18：00まで奈良ロイヤルホテルフロント
横にて行います。

次週の例会 平成２６年１２月７日（日）

家族親睦例会

●会報・IT委員会/辻本和弘 小原靖浩 植倉一正 鈴木譲 野末勝宏 webmaster/辻本和弘


